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【合言葉：きまりを守り 元気にあいさつ】 

 

校庭や館庭に落ち葉が降り積り冬らしい景色になってきました。今年の軽井沢の秋は暖かく、

戸外でも半袖半ズボン姿で走り回ったり、落ち葉で遊んだり元気いっぱい過ごしていました。 

11月からのお迎えは、新型コロナウイルス感染症拡大前に戻し保護者の方に館内に入ってい

ただくようにいたしました。「はじめて児童館に入りました！」というお母さんもおられ、嬉し

そうに親子で話している姿が見られるようになりました。児童館は本来、親子でも一緒に遊べ

る場でもあります。遠慮なさらず児童館にお入りいただき子ども達の普段の様子をご覧くださ

い。 

これからは寒くなってきますので、引き続き感染症予防と体調管理に気を配っていただくようご協

力をお願いします。 

 

―11月の体験教室－ 

 ＊１１月８日（水）は旧軽井沢太鼓連のみなさんによる演奏と 

 「和太鼓体験」を全学年参加で実施しました。 
  今回は 56 名が参加し、「信州浅間太鼓」の演奏を聞き、実際に３種類の太鼓をリズムにのっ

て叩く体験をしました。地域の旧軽井沢太鼓連（7名）の方の自己紹介の後、それまでざわつい

ていた子ども達は、太鼓の音が「どど～ん」とひと鳴りすると、途端に静まりかえり演奏に聞

き入っていました。「どどんがどん」のリズムで小さな音から大きな音へと、大きなドラの音も

交わって迫力のあるすばらしい演奏でした。演奏が終わると 1 年生から順番に 12 個の太鼓の

前に立って構え、太鼓連の斎藤さんの「信州浅間太鼓！」という掛け声を合図に、一斉に「ト

ントントン」のゆっくりしたたたき方からはじまり、次の合図で「早打ち」となり、みんな一

生懸命に叩いていました。「叩くのが早くてうまく叩けなかった！」「手が痛かった！」「叩くこ

とができて楽しかった！」と、リズムに合わせて叩くのは思ったより難しかったようですが、

みんな上手に揃って叩けていました。 

質問コーナーでは子どもたちの「どのくらいで太鼓は叩けるようになりますか？」との問い

に、「毎日練習すると一ヶ月くらいで叩けるようになります。」との回答が。「太鼓はいくらくら

いで買えますか？」という問いに「今回の大きい太鼓で４０万円します。」との回答をいただき

ました。太鼓連の方のように響く音になるまでは日々の努力が必要なのですね。貴重な太鼓を

思いきり叩かせていただき、喉がかれるほどご指導いただいた旧軽井沢太鼓連のみなさんには、

感謝でいっぱいです。ありがとうございました。 

❆12月の体験教室は、低学年は 12月６日（水）にヨガ教室、高学年は 12月７日（木）にし

め縄づくりをします。季節に合った健康づくり・飾りづくりを楽しみましょう！ 

 ☆―お願い―☆ 

＊ 寒さが増すにつれ、防寒着や手袋等の忘れ物が増えてきます。記名をしっかりしていただけ

ると持ち主にきちんと返すことができますのでお願いします。帰る際にも忘れ物がないか

確認をお願いします。また、雪が降った場合は防寒着がないと遊べませんので、準備をお願

いします。 

＊ ヘルメットを間違えて持ち帰ることが多くなっています。帰る際には保護者の方も名前の

確認をお願いします。傘の忘れ物にも気をつけましょう！ 

＊ 送迎で駐車場を利用される場合は、暗くなり、見え難くなっております 

ので、事故等十分に気を付けてご利用ください。  


